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　私は「まちづくりは、人づくり」を基本理念と

し、町民の皆さんの日々の暮らしを守ることを最

優先に、５年間足元を重視した政策実行と安定し

た町政運営に心がけてまいりました。本年はそれ

に加えてここまで培った経験を活かし、人口減少

や少子高齢化、働き手や担い手確保など、置戸町

の課題を直視し、時代に呼応した新たな取り組み

にチャレンジしてまいります。

　本年は、第６次置戸町総合計画における後期５

か年計画がスタートいたします。これまでの常識

や価値観がかつてないほどのスピードで変化して

いくなか、今行政に求められているものを見極め、

将来をしっかりと見据えた計画を着実に実行して

まいります。また、第３期「まち・ひと・しごと

総合戦略」とも連携し「前例にとらわれない発想」

で課題解決にあたってまいります。

　「笑顔と夢を未来につなぐまち　おけと」の実現

のため、長年検討してまいりました児童センター

の整備は、従来の放課後児童クラブの機能に加え、

小学生から高校生までの居場所として整備し、よ

り一層の子育て環境の充実と子どもたちの未来へ

の希望として、児童館建設を進めてまいります。

　令和７年度予算編成にあたっては、国や道の政

策に注視しつつ有利な制度を活用するとともに、

物価高騰や公共施設の維持管理経費などの増大か

ら、11年ぶりに使用料・手数料の見直しをいたし

ます。さらには、売却などを含めた公共施設など

の有効活用を進めながら、人口減少が進行するな

かでも持続可能なまちづくりを目標とした事業を

展開し、長期的な財政運営を展望した予算といた

しました。

　大正４年４月１日に野付牛村から置戸村として

分村し、大正９年には訓子府村が分村し、その後

の人口の増加や町勢拡大により、昭和25年１月１

日町制施行がなされました。かつては、豊富な森

林資源を背景に木材産業の隆盛により、１万３千

人を数えた人口も、現在、２千５百人のまちとな

りました。未開の大地に先人が開拓の鍬を入れ、

厳しい環境のなかで汗を流し涙をぬぐい、先人の

たゆまぬ挑戦の歴史の上に、現在の置戸町があり

ます。この間、多くの木工場などが撤退し、若者

が町を去り、冷害に見舞われ、鉄路が廃線となり、

市町村合併に揺さぶられながらも、「自分たちの

事は自分たちで決める」そんな思いで様々な困難

を乗り越えてきた本町の歩みがあります。

　本年、長年取り組んできた町営圃場の置戸産

100％のワインが久々にできます。まさに「継続

は力」の例の一つであります。これを支えてきた

のは、置戸町民の理解と脈々と受け継がれる「あ

きらめない」というチャレンジ精神であると私は

思います。110年の節目に、先人の思いを胸に置

戸町は未来に向かって、新たな一歩、確かな一歩

を進めてまいります。町議会議員各位、町民の皆

さんの深いご理解とご協力をお願い申し上げます。

○高齢者保健福祉 　　
　高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画は、第
９期計画の中間年を迎え、住み慣れた地域で生涯
安心して暮らせるようサービス基盤の維持と整備

を進めるとともに、地域共生社会の実現に向け努
め、また、地域の生活課題を明らかにするため介
護予防日常生活圏域ニーズ調査を実施し、次期計
画策定につなげます。

　３月に開催された令和７年第２回置戸町議会
定例会で、深川町長が町政執行方針を述べ、そ
の実現に向けて必要な予算が決定されました。
　町政の基本的な考え方についてお知らせし
ます。

令和７年度

町政執行方針
（要旨）

健康で安心に暮らせるまちづくり

広報おけと2 ２０２５.４



　通所介護事業所や認知症対応型共同生活介護施
設に対して、運営費の補助や人材確保対策への支援
を継続し、町内の施設利用者の負担軽減、介護サー
ビスの質の向上と利用促進を図り、負担軽減制度を
受けられない町内の老人ホームなどの施設を利用
される低所得の方に対して、本年度より新たに食費
や居住費などの支援を開始し、ご本人やご家族が望
まれるサービスの提供を促進します。

○地域支援事業 　　
　地域包括支援センターを中心に、支え合い活動や
集いの場での介護予防活動を推進し、複雑化・多様
化した家族介護問題を抱える方への相談対応など、
きめ細かい支援を行います。

○養護老人ホーム・特別養護老人ホーム
　管理者である社会福祉協議会とより一層連携を
密にし、増収はもとより経営全般の改善と運営の
安定、利用者へのサービスの向上、人材確保や働
き方改革などを進め、ご家族が安心して利用でき
るよう支援を継続します。施設整備では、猛暑対
策として養護老人ホーム廊下にエアコンの設置及
び厨房のエアコンを更新します。
　老朽化が著しい特別養護老人ホームの整備や将
来を見据えた両施設のあり方などについて、受託
者や関係機関と引き続き検討を進めます。

○子育て支援事業
　第３期子ども・子育て支援事業計画に基づき、ま
ち全体で子育て家庭を見守り、応援し支えるまちづ
くりを推進します。
　認定こども園こどもセンターどんぐりに対して
は、保育料及び副食費の完全無償化や保護者の多様
な子育てニーズに対応し、園児減少のなかでも安定
的な運営が図られるよう支援を行います。

○母子保健事業、少子化対策 　　
　妊娠期から出産・子育てまでの一貫した伴走型の
相談支援、専門医療機関に受診するための通院交通
費助成や妊産婦健康診査及び産後ケア事業を実施
するとともに少子化対策として特定不妊治療費の
一部、保険適用外の先進医療不妊治療費用の一部助

成を継続します。包括的な相談支援をとおして妊娠
期からの切れ目のない支援を行い、安心して産み、
育てる環境を整えます。

○障がい者福祉
　特別支援学校への通学にかかる交通費の助成を
継続するとともに、本年より通院交通費助成は道
外専門医療機関の受診も対象とし、経済的な負担
軽減を図ります。
　障がいに対する正しい理解を広め、「ＮＰＯ法人
たちつてと」や就労支援事業所などと連携を図り
ながら、社会参加と自立促進を促し、町内事業所
の雇用・就労につなげるとともに、町職員の障が
い者雇用の促進を図ります。

○ＬＧＢＴＱ
　ＬＧＢＴＱなどの性的マイノリティの生きづら
さを軽減し、人権が尊重される社会実現のために、
パートナーシップ・ファミリーシップ制度を導入し
ます。

○健康づくりと保健事業 　　
　第２期健康増進計画の分析・評価のため、幼児期
から成人期までの広範囲な世代に対して生活習慣
アンケートを行い、解決すべきまちの健康課題を明
らかにしたうえで、令和８年度からの次期計画を策
定します。
　生活習慣病の予防と疾病の早期発見のために唾
液によるがんリスク検査を加え、特定健康診査とが
ん検診の受診率向上を図るとともに、全ての世代に
おいて歯科健康教育を実施し、虫歯予防に効果的な
フッ素・サホライド塗布や歯周病検診を継続します。
　帯状疱疹ワクチンの対象者の拡充など、予防医療
の推進と関係機関と連携した生活指導や特定保健
指導の強化に一層努めます。

○地域医療 　　
　置戸赤十字病院に対しては、質の高い医療の提供
と医療スタッフの安定確保、地域医療の充実のため
の財政支援を継続するとともに、歯科診療所におい
ても、町内での歯科医療の提供を図ります。

令和７年度 町政執行方針

地域づくりの
講演会

歯科指導の
様子

広報おけと 3２０２５.４



令和７年度 町政執行方針

　本町の子どもたちがふるさと教育をとおして我
がまちの歴史や文化を学ぶことにより、郷土への
愛着心を育むとともに町民一人一人が、生涯にわ
たり学ぶことのできる教育環境の構築に教育委員
会と連携して取り組みます。
　児童館及び放課後児童クラブは、令和８年度の
新規開設に向け児童館建設及び町道改修を含めた
周辺環境整備事業に着手します。
　入学者の減少により再編留保されている道立置

戸高等学校は、日本で唯一の公立単科校であり、
介護福祉の担い手不足の現状のなかで、人材育成
の重要性や本町にとっての必要性を北海道教育委
員会に訴えるとともに、ＰＲ活動の強化により道
外を含めた入学生の発掘や、ダイバーシティコー
スへの理解を深め、地元中学生の入学確保など、
一人でも入学者が増加するよう支援対策協議会を
とおした支援を行い、高校の存続を図ります。

ふるさとへの愛着と誇りを育むまちづくり

○農業・畜産関係
　拓実北地区農地中間管理機構関連農地整備事業
が本年度で完了となり、生産性の向上や作業の効
率化のための整備が必要な圃場などは、次年度開
始予定の道営の水利施設等保全高度化事業により、
計画的な基盤整備を進めるとともに、単独事業と
して小規模土地改良事業を継続し、生産性の高い
農地の保全を図ります。
　近年、小麦の収穫期に急激な気温の上昇や降雨
により作業の遅れや品質の低下が危惧されており、
適期収穫と作業効率の向上を目指す観点から、大
型コンバイン導入に支援を行います。
　畜産関係は、きたみらい第２地区で公社営草地
畜産基盤整備事業が本年度で終了します。これか
らも自給飼料増産に向けて計画的な草地整備が必
要となることから、北海道や農業公社及びＪＡき
たみらいと連携して、次期整備計画を検討します。
酪農対策として、乳用牛雌雄選別精液の活用を促
進する酪農経営収益力向上支援事業を引き続き実
施します。
　多面的機能支払事業では、農地の維持や資源の
長寿命化などに努め、農業関連施設の保全に向け
て取り組みます。
　エゾシカやクマなどの野生鳥獣による農林業へ
の被害が年々増加している状況のなか、電気牧柵
に対する支援を継続するとともに、ヒグマ駆除の
課題解決やアライグマの駆除を含め、猟友会の理
解と協力を得ながら住民生活の安心を確保するた
めにも、有害鳥獣駆除の推進を図ります。

○林業関係
　森林環境譲与税を活用した新規担い手の確保や
労働環境整備の充実に向けた支援、高性能林業機

械などの整備支援の継続や、森林吸収源対策事業
による除間伐の促進を図るとともに、被害地造林
を含めた私有林整備を推進します。
　町有林は、積極的な皆伐や計画的な植栽を継続
し、計画的な循環型の森林整備を推進します。ま
た、さらなるゼロカーボンの取組を強化するため
に、Ｊクレジットの活用も検討します。

○商工業関係 　　
　新規起業者への元気だすべぇ事業起業応援金な
ど、各種補助制度による支援を継続します。人材
不足や事業継承などの課題解決に向け、産別の垣
根を超えた産業会議を継続します。
　置戸町商工会やスタンプ会、北見信用金庫など
と連携を図りながら、町内購買力の維持とサービ
ス提供や空き店舗対策の課題を解決し、商工振興
を図ります。

○観光関係
　おけと勝山温泉ゆぅゆは、エントランスホール
への暖房機器の設置や入浴券売機の改修など、ご
来場される多くの方々に満足していただけるよう、
引き続き支援を行います。
　近年、地域おこし協力隊員が置戸の自然を生か
したアウトドアイベントや特産品開発、おけばん
ばくんによるまちのＰＲ活動など、新たな観光振
興が芽吹いてきました。卒隊後も町内で起業し活
動することから、観光協会と連携しながら観光振
興や本町の知名度アップを図ります。

○オケクラフト関係
　一般社団法人おけと森林文化振興協会の経営安
定、製品仕入れの強化や販売促進のために出捐金
による増資を行い、本町の特産品オケクラフトの
生産支援を図ります。

にぎわいと活気あふれる産業のまちづくり

広報おけと4 ２０２５.４



令和７年度 町政執行方針

○ごみ収集 　　
　本年よりごみの効率的な収集を図るため、生ご
みを燃えるごみとして一括収集することにより、
農村部を含めた利便性の向上と将来を見据えたご
み処理コストの低減を図ります。

○合葬墓整備 　　
　近年の核家族化や単身世帯の増加、地縁・血縁
の希薄化などにより、墓じまいや管理問題などの
理由により墓を持たないなどのご遺族のニーズに
対応するため、置戸墓地内に合葬墓を整備します。

○消防関係 　　
　置戸消防庁舎全館のＬＥＤ化工事や林野火災対
応資機材の充実を図ります。

○道路、橋梁修繕 　　
　町道置戸川南境野線の舗装修繕工事を継続し、
児童館建設に伴い建設予定地周辺の町道若松２丁
目線外２路線の道路改良工事を実施します。また、
橋梁長寿命化計画に基づき、中里18号橋の修繕
工事を実施します。

○雨水対策 　　
　境野地区の頻発する集中豪雨による災害を軽減

するため、路面排水版の設置や雨水桝などの改修、
さらに新たな排水路設置に向けた実施設計を行い
ます。

○簡易水道事業 　　
　秋田浄水場の計装機器設備の更新を継続すると
ともに、漏水調査を行い適切な管理と長寿命化を
図ります。

○下水道事業 　　
　昨年度に実施した置戸浄化センターの耐震診断
の結果を基に詳細診断を実施し、工事に必要な箇
所の絞り込みを行い、耐震対策に係る工事費の圧
縮を図ります。

○町営住宅の整備 　　
　公営住宅等長寿命化計画に基づき林友団地４棟
８戸の外壁と屋根の大規模改修を実施します。

○防災関係 　　
　様々な災害に対応できるよう自治会などと連携
しながら、自主防災組織の設立、活動支援を進め
るとともに地域防災力の向上、防災についての意
識啓発を図るため防災フェスティバルを開催しま
す。

○地域交通関係 　　
　昨年開始のハイヤー助成事業では、利用年齢を
65歳に引き下げ、利用者の拡大・利便性の向上
に努めます。
　唯一町外への公共交通の北見バスについては、
経営環境の悪化や運転手確保の課題などから減便
がなされています。置戸勝山線については、乗降
客の減少などから国費支援が削減される見込みと
なり、北海道をはじめ沿線自治体、勝山地区の皆
さんとも協議しながら交通の確保の方策を検討し
ます。

○住宅支援 　　
　「森と住まいの支援補助金」や「住宅改修補助
金」などの住宅支援策について、省エネ改修を新
設するなど、新築や改修を予定している方の後押
しとなる抜本的な見直しを図ります。

○移住定住者の促進 　　
　置戸高校生を優遇した奨学金返還支援制度の新
設と、公営住宅１棟２戸を用途廃止し、移住を考
えている方の「お試し住宅」の整備を進めます。

○地域おこし協力隊関係 　　
　任期満了後も本町で生活を続ける隊員も増え、
まちに根差してきた地域おこし協力隊ですが、新
たに民間企業の活力となることを期待した「委託
型」の協力隊員の受け入れを開始します。

○開町110周年関係 　　
　おけと夏まつり人間ばんば大会をはじめ、冠を
付けた各種行事や記念講演会・式典を開催するほ
か、町民の皆さんが選ぶ「まちの特産品」の配布
など、皆さんとともに笑顔でお祝いできるよう企
画します。

快適で安全な暮らしを支えるまちづくり

未来に向けた持続可能なまちづくり

○開町110周年記念事業
事　業 内　容

記念式典及び
講演会 日程：11月16日（日）予定

冠 事 業

・おけと夏まつり、人間ばん馬大会
・もっと馬力だすべぇ祭
・ウルトラパークゴルフ大会
・いきいきライフフェスティバル

記 念 品 選べるまちの特産品

ＮＨＫこども
音楽クラブ

小・中学生向け音楽教室（ＮＨＫ交響楽団）
日程：７月２日（水）予定

広報おけと 5２０２５.４



　３月に開催された令和７年第２回置戸町議
会定例会で、平野教育長が述べた教育委員会
の所管事項に関する主要な方針についてお知
らせします。

令和７年度

教育行政方針
（要旨）

学 校 教 育
　９年間で目指す子ども像の実現に向けて、学習
指導要領に基づく全教科をまとめた「置戸町９年
間の学び」が完成しました。ふるさと教育（おけ
と学）一覧表については、改善や加筆をしながら
常にバージョンアップを図っていきます。
　「学習スタンダード」、「生活スタンダード」の
定着、充実を図るための実践を推し進めます。ま
た、「９年間をつなぐ家庭学習の手引き」を活用
し、家庭学習の質の向上、充実を図ります。長期
休業後に起こりやすい自殺や不登校を予防する観
点で、「心の天気」を活用しながら子どもたちの
僅かな心の変化も見逃さないよう努めます。

○小中一貫教育
　将来に向けて持続可能な組織の体制整備を図り
ながら、小中学校の交流の機会を増やすよう取り
組みます。組織体制については、システム部会を
中心に学習部会、生活部会の他に新たに特別支援
部会を設け、子どもたち一人一人に適したきめ細
かな教育環境の確立に努めます。

○外国語教育
　小学５・６年生の英語授業において、中学校教
諭が１年間を通して授業に入ります。また、引き
続き外国語指導助手２名を派遣するとともに、英
語検定では小学校高学年・中学生に対し検定の無
償化を継続し、英語教育の充実に取り組みます。

○特別支援教育
　特別な教育的支援を必要とする子どもの数が
年々増加しています。引き続き小学校６名、中
学校１名の支援員を配置して、一人一人の児童
生徒に対しきめ細かな教育支援を継続します。ま
た、新たに置戸小学校に通級指導教室を開設しま
す。通常の学級に在籍し、大部分の授業は通常の

学級で受けながら、週に１、２時間程度「通級指
導教室」で一人一人に応じた学習面または生活面
の困難を改善・克服するための指導を行います。

〇ＩＣＴ教育
　タブレット端末などのＩＣＴ機器が有効に活用
され、学力向上に大きな成果をあげています。今
後も一層の活用に努め、ＩＣＴ関連によるトラブ
ルの未然防止・早期発見・早期対応に努めます。

○学校運営協議会
　地域コーディネーターを中心に「みまもり隊」
を組織し、缶バッジ運動をとおして互いに「あい
さつ・声かけ」を推進し、子どもたちの健やかな
成長を地域全体で見守る風土を高めます。

〇読書活動の推進
　学校巡回司書が小中学校を交互に巡回し、本と
子どもたちの橋渡しのサポートを行うとともに、
昨年から始めた地域の方々による小学１・２年生
への朝の読み聞かせについても引き続き継続し、
読書環境の一層の充実に努めます。

〇中学生の部活動
　指導者の確保、生徒の移動や指導者報酬の問題、
事故発生時における責任所在の問題等々、山積し
た課題と不透明なところも多いことから、国の動
向を注視しながら、近隣自治体及び関係者や関係
機関の方々と連携を取りながら本町に適した移行
を進めます。

〇就学援助
　新入学生児童生徒の学用品費を入学前に支給す
るなどの援助を継続します。

〇教職員の働き方改革
　「行動計画（第３期）」を策定し、「質の高い学び」
と「持続可能な学校」の実現に向けて働き方改革
を推進するとともに、小学校教職員用のＰＣの更
新を行い事務処理の効率化を図ります。
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令和７年度  教育行政方針
〇学校給食
　様々な食材の物価高騰が進んでいることから、
これまで以上に工夫を凝らした給食の提供に努め
ます。また、子どもたちの豊かな食育を目指す「ふ
るさと給食」を継続します。

〇置戸高等学校への支援
　置戸中学校からの志願者確保につながる小中学
校と高校との交流を展開するとともに、引き続き
オホーツク管内、管外に向けての情報発信を積極
的に行います。また、本年度も「地域みらい留学」
を活用し、道外からの生徒募集に取り組みます。
置戸高等学校存続に向け効果ある新たな取組を模
索するとともに、町民との交流や置戸の自然体験
などの機会を一層増やすことができるよう取り組
みます。

社 会 教 育
￥〇公民館活動
　各地域の特色や独自性を活かした事業展開を図
るため、地域活性化事業を推進します。また、生
活課題や地域課題に向き合った共同学習の推進を
図るため、学習の機会や体制づくりを進めます。

○社会教育関係団体
　公民館教室や講座を継続的に開催するなかで、
既存の文化団体やサークルの自主的な活動、会員
の加入促進、新規団体などの設立を支援します。

○青少年教育・育成
　「ふるさと少年クラブ」、「常呂川ラフティング
体験」、「ふるさと教育チャーター事業」などにつ
いて、継続して実施します。

○児童館及び放課後児童クラブ
　令和８年度の新規開設に向け、児童館建設及び
周辺環境整備に着手します。また、施設の有効活
用や効果的な運営を図るため、検討委員会や関係
機関と連携しながら開設に向けた準備を進めます。

○食のまちづくり推進事業
　食のアドバイザーを中心とした「とみフェス」
などの事業展開から、子どもから高齢者に至る幅
広い年齢層を対象に、地産地消を含めた健全な食
への関心を高める取組を継続します。
　栄養士連絡会や食に関する団体、サークルなど
との連携を進め、親子参加型の食に関する教室な
ど、魅力ある食育の普及に努めます。

○郷土資料・文化財関係
　学芸員を中心に企画展の開催や郷土資料の保存、

整理を専門的に行うとともに、「ふるさと教育」
出前授業、札幌学院大学との地域連携協定に基づ
く中学生を対象とした遺跡発掘体験や町民向けの
研修会、講座などをとおしてまちの歴史の継承に
努めます。

社 会 体 育
　ファミリースポーツセンターにスポーツトレー
ナー及びインストラクターを定期的に配置するこ
とで、トレーニングルームや健康体操室の活用を
促進します。
　小学校低学年を対象とした「おけとわんぱくク
ラブ」や少年少女スポーツ教室の開催、スポーツ
少年団活動への支援を行い、子どもたちの体力や
運動機能の向上に努めます。
　パークゴルフ教室の開催や学校授業へ取り入れ
るなど、パークゴルフ体験をとおして楽しさを体
感できるような事業の展開を図り、競技人口の拡
大に努めます。ウルトラパークゴルフ大会は開町
110周年記念大会として開催します。

図 書 館
　デジタル化を進めている地域資料を館内で自由
に閲覧できる専用パソコンを設置します。
　「置戸の歴史を語る」の収録作業を継続し、貴
重な置戸の歴史の記憶と記録を残す作業を進めます。

森 林 工 芸 館
　新たな取組として置戸高等学校の生徒と一緒に、
障がいのある方に優しいオケクラフト製品の開発
を進めます。
　「すくすくギフト事業」は、誕生したお子さん
に「元気にすくすく育ってほしい」という願いを
込め、オケクラフトの特別セットを贈る事業とし
て引き続き実施します。
　「一般社団法人おけと森林文化振興協会」は、
設立後11年目を迎えます。流通販売経路の拡大、
安定的かつ円滑な材料の供給提供に向けてより一
層連携を図ります。
　どま工房では、秋岡コレクションの継続的な活
用を図るとともに、手仕事文化のより一層の情報
発信に努めます。
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令和７年度 

まちのお金の使いみち
本年度の予算の概要と事業についてお知らせします。

笑顔と夢を未来につなぐまちの実現へ

　現在、本町の財政状況は、財政の健全化を示す
「実質公債費比率（Ｒ５決算～ 8.2）」や「将来負担
比率（Ｒ５決算～なし）」から判断すると、健全性
が維持されていると言えます。
　しかしながら、本町において今後一層進むこと
が予想される人口減少や国際情勢による燃料や物
価の高騰などの影響が見通せない状況からも自主
財源の確保は、大変厳しい状況にあります。
　国における令和７年度の地方財政対策では、地
方交付税などの一般財源総額が前年度を上回る額
で確保されたことから、本町に対する地方交付税
も一定程度の維持は見込まれます。
　住民ニーズは多様化し、物価の上昇から物件費
や、少子高齢化に伴い扶助費や公共施設の老朽化
により維持管理経費などは近年増加傾向にありま
す。
　投資的経費においては、児童館等建設をはじめ、
橋梁長寿命化事業や道路の改修、町営住宅改修な
ど町民生活に直結したインフラに対して長期的な
機能維持を考慮した計画的改修が必要となってい
ます。
　今年度は、開町110周年の記念の年であることか

ら、110周年にふさわしい各種記念事業を実施しま
す。
　本町の財政事情を認識した上で、長期的な視点
による持続可能な財政運営を基本に据え、経常経
費の歳出抑制や優先度・緊急度の高い事業の選択
と重点化をした上で、歳入の確保に努めた予算編
成となりました。

　一般会計は54億6,500万円を計上し、前年度当初
予算との比較では、９億5,400万円、21.1％増の予
算となりました。
　特別会計では、介護サービス事業特別会計で特
別養護老人ホームのエアコン更新工事に270万円を
計上しましたが、前年度に実施した工事費の減少
により全体では12.8％減の予算となっています。
　一般会計と４特別会計を合わせた新年度予算の
総額は、前年度当初予算比17.6％増の63億5,540万
円となりました。
　事業会計は、令和５年度より簡易水道事業及び
下水道事業を公営企業会計に移行し２年が経過し
ます。持続可能な事業会計のあり方を引き続き見
極めながら、経営戦略の見直しや使用料見直しの
検討を進め、一層効果的な運営を図ります。

会 計 名 令和７年度予算 令和６年度予算 前年度対比

一 般 会 計 54億6,500万円 45億1,100万円 21.1

国民健康保険特別会計 4億4,550万円 4億3,970万円 1.3

後期高齢者医療特別会計 6,520万円 6,850万円 △4.8

介護保険事業特別会計 3億6,540万円 3億7,060万円 △1.4

介護サービス事業特別会計 1,430万円 1,640万円 △12.8

計 63億5,540万円 54億620万円 17.6

簡 易 水 道 事 業 会 計 4億2,256万円 4億708万円 3.8

下 水 道 事 業 会 計 2億7,149万円 2億9,457万円 △7.8

会計別の予算
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■歳入のあらまし
　町税は、町民税については国際情勢による
原料・燃料価格高騰の長期化が地域経済へも
たらす影響が懸念されますが、給与所得、農
業所得等の増加、固定資産税は、家屋及び償
却資産の増加を見込み、合計では前年度比5.3
％増の３億2,633万円を計上。
　地方交付税は、8.9％増の28億4,700万円を
計上。うち普通交付税は、25億6,500万円、特
別交付税は、置戸赤十字病院医療施設充実助
成分、地域おこし協力隊員経費分などを見込
み、２億8,200万円を計上。
　国庫支出金は、児童館等建設に伴い子ども・
子育て支援施設整備交付金、次世代育成支援
対策施設整備交付金をそれぞれ1,404万円、

3,107万円を新たに計上。
　道支出金についても国庫支出金同様に、児
童館等建設に伴う財源の増加により30.4％増
の２億1,934万円を計上。
　繰入金は、財政調整基金より２億円、減債
基金より２億円を繰入し、森林環境譲与税を
財源とした未来への森づくり基金事業を含め
て、1.3％増の４億4,783万円を計上。
　町債は、過疎対策事業債が７億7,380万円、
緊急自然災害防止対策事業債が1,790万円など
を合わせて８億1,230万円を計上。令和７年度
末の町債残高は、現時点で44億5,901万円を見
込んでいます。

■歳出の主な事業・経費は次ページへ

町税
3億2,633万円（6.0％）

繰入金
4億4,783万円（8.2％）

道支出金
2億1,934万円（4.0％）

国庫支出金
3億1,521万円（5.8％）

地方消費税交付金等
7,828万円（1.4％）

使用料及び手数料等
1億1,568万円（2.1％）

諸収入等
1億9,486万円（3.6％）

地方譲与税
1億817万円（2.0％）

地方交付税
28億4,700万円
（52.1％）

一般会計
歳入総額

54億6,500万円

一般会計
歳出総額

54億6,500万円

議会費
4,758万円（0.9％）

商工費
1億1,132万円（2.0％）

消防費
1億8,641万円（3.4％）

農林水産業費
2億9,650万円（5.4％）

土木費
5億84万円（9.2％）

衛生費
5億4,883万円（10.0％）

総務費
4億8,742万円（8.9％）

その他
457万円（0.1％）民生費

10億1,541万円
（18.6％）

給与費
6億753万円
（11.1％）

公債費
5億3,417万円
（9.8％）

教育費
11億2,442万円
（20.6％）

町債
8億1,230万円
（14.8％）
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令和７年度の主な事業・経費

移住定住・住環境対策
　森と住まいの支援事業、住宅改修補助事業、
空き家利用促進補助、住宅用太陽光発電システ
ム設置助成などを継続します。
　新規事業として、若者の定住と地元就職の促
進を図るため、奨学金を利用したＵターン・Ｉ
ターン者に対し、償還額の全部または一部を免
除する事業として108万円を計上しました。

地域おこし協力隊
　地域の活性化に取り組み地元への定着化を推
進するため、起業・事業継承支援補助として100
万円を計上しました。また、新たに産業振興や
地域活性化のため、民間企業と協働して地域協
力活動に取り組む委託型の受入委託業務として
６事業者分の3,300万円を計上しました。

地域交通の確保
　北海道北見バス株式会社発行の１日バス乗り
放題フリーパスチケット購入助成を今年度も実
施します。
　ハイヤー利用料金助成事業は、継続して延べ
利用回数6,720回分の787万円を計上しました。

老人ホーム運営等の支援
　老人ホーム運営の効率化を図るとともに利用
者に対するサービスの質の向上が図られるよう、
引き続き支援します。養護老人ホーム厨房エア
コン更新工事に430万円を計上しました。
　新規事業として、町内の介護保険施設サービ
ス等を利用する方に対して居住費や食費の負担
軽減を行う事業として500万円を計上し、利用者
の経済的負担軽減を図ります。

くらし
応　援

地　域　
活性化

交　通

高齢者
福　祉

認定こども園運営の支援
　認定こども園こどもセンターどんぐりの運営
経費として１億8,101万円を計上し、保育料及び
副食費の完全無償化を継続し、子育て環境の経
済的支援の充実を図ります。

　　 保健・医療体制の充実
　妊産婦が専門医療機関に受診するための通院
費助成と妊産婦健康診査事業を産後ケア事業と
ともに継続し、支援の充実を図ります。
　がんリスクの早期発見や早期治療促進を目的
に、自宅で唾液を採取することでがんリスク検
査ができるサービスの費用として50人分の58万
円を継続して計上しました。
　置戸赤十字病院に対しては、安心と安全、地
域医療充実のための財政支援として１億9,000
万円を計上しました。
　歯科診療所においても引き続き歯科治療体制
の充実を図ります。

開町110周年記念事業
　今年度は開町110周年を迎え、記念式典や講演
会などの記念事業、記念品の作成、各種協賛事
業に総額1,219万円を計上しました。

農業・林業の支援対策推進
　農業関係は、小麦収穫機械の導入に対する補
助として1,000万円、草地畜産基盤整備事業に
1,144万円を計上しました。
　造林事業は、5,646万円を計上し、下刈りや除
間伐など町有林の整備を進めます。森林環境譲
与税を財源とした未来への森づくり基金事業も
含め、計画的な森林整備を推進し、森林環境保
全の維持に努めます。

子育て

健　康　
づくり

開　町
110周年

産　業
農林業

広報おけと10 ２０２５.４



空き店舗の利用、活性化
　空き店舗の改装及び既存の店舗改装事業と
元気だすべぇ事業による起業応援金と合わせ
て、過疎化による商店街の空洞化を防ぐととも
に、商工業の活性化を図ります。
　観光関係は、勝山温泉ゆぅゆの運営の安定化
支援のため、指定管理委託料1,252万円を計上し
ました。

予防的修繕で安全なまちへ
　土木関係は、町道置戸川南境野線の改修工事
に3,000万円、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、
豊住橋の実施設計に490万円、中里18号橋修繕工
事に2,500万円、橋梁の定期的な点検を実施する
ため、雄勝四号橋外26橋分の経費として2,930万
円を計上しました。
　境野地区では、大雨時に雨水流出による冠水
被害が発生していることから、今年度は路面排
水版設置等のため、境野地区道路等防災対策工
事に1,190万円を計上しました。
　町営住宅は、林友団地４棟８戸の外壁等の改
修として3,200万円を計上しました。

町民の安全・安心の確保
　防災関係は、置戸町地域防災計画に基づき、
住民の自発的行動と防災意識の高揚を図り、地
域の防災力を強化することを目的とした防災訓
練を実施するため214万円を計上しました。
　消防関係は、消防庁舎の電灯に係るＬＥＤ化
工事に900万円を計上しました。

教育環境の充実
　置戸高校の入学者確保を図るため、支援対策
協議会交付金として1,750万円を計上し、入寮す
る生徒を対象とした帰省旅費の助成とホストフ
ァミリー制度の実施など、引き続き支援を継続
します。
　教職員の業務効率化や児童の個人情報を完全
に管理するため、置戸小学校教職員の校務用パ

商　工
観　光

道路橋梁
住　　宅

防　災
消　防

学　校
教　育

ソコンの更新を行い、授業や管理業務の効率化
を図ります。
　置戸中学校の特別支援教室にエアコンを設置
し、生徒の快適な学習環境の整備を行います。
　学校給食は、各種調理器具等を適正に管理し
ながら児童・生徒に安全安心な給食の提供を図
ります。

児童館等建設工事
　児童センター（放課後児童クラブ「くるみの
会」）の建物の老朽化が著しいことや、置戸小学
校と距離があり利便性に問題があることなどか
ら、小学校近くの町有地に児童館等建設工事及
び外構工事として６億3,440万円を計上し、放課
後等の子どもの居場所づくりを行います。

オケクラフトの発展
　商工業振興として一般社団法人おけと森林文
化振興協会に対して出捐金1,000万円を計上し、
地域ブランドとしてのオケクラフトの更なる販
売促進、発展に向けた取り組みを推進します。

特養ホームエアコン更新
　介護サービス事業特別会計では、特別養護老
人ホームのエアコン更新工事に270万円を計上
しました。

秋田浄水場計装設備更新
　簡易水道事業会計では、秋田浄水場の機械計
装設備の更新に3,750万円を計上しました。

浄化センターの耐震診断
　下水道事業会計では、置戸浄化センターの耐
震診断に2,800万円を計上しました。

■��‌�まちの財政計画や予算については、企画財政
課財政係までお問い合わせください。

　（☎52-3312）

社　会
教　育

森林工芸館

介　護
サービス

簡　易
水　道

下水道

令和７年度 まちのお金の使いみち

広報おけと 11２０２５.４



置戸小学校・置戸中学校・置戸高校　卒業式祝 卒 業

3/14  置戸中学校

3/19  置戸小学校

3/1  置戸高校

広報おけと12 ２０２５.４
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置
戸
町
長

　
深
川

　
正
美

　毎月１日に発行している「広報おけと」を令和７年５月号からリニューアルを行います。
　これからも、多くの皆さんに読んでいただけるよう、わかりやすく、見やすい紙面づくりを目指
していきます。

これまでの「左綴じ（左開き）」から「右綴じ（右開き）」となり、レイアウトのデザインも変更し
ます。

来月号から「広報おけと」がリニューアル

「右綴じ」に変更

これまで、別々に発行
していた「広報おけと」、
「まちのおしらせ」、「町
民カレンダー」を統合し、
１冊の新しい広報にな
ります

「広報おけと」、「まちのおしらせ」、「町民カレンダー」を統合

リニューアルのポイント

　no.910　

2025    3
笑顔と夢を
未来につなぐまち

広報おけと まちのおしらせ 町民カレンダー

■お問い合わせ　企画財政課地域情報係　（☎52ー3312）

広報おけと 13２０２５.４
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■�今月号の表紙：３月14日、置戸中学校卒業証書授与式

人
の
動
き

●世帯数　　1,339世帯（－7世帯）

●人　口　　2,516人（－14人）

●男1,154人（－6人）女1,362人（－8人）

令和７年２月28日現在（ ）内は１月末比

置戸の情報をインターネットでチェック！

ホームページLINE YouTube

担当より地域おこし協力隊活動日誌
企画財政課企画係　古川　結菜

　皆さんこんにちは。企画係の古川です。私は

協力隊ではありませんが、３月で卒業する隊員

が多く、町の雇用隊員は１名となったため、急

遽日誌のバトンを受け取りました。

　４月からは新たに町のぶどう園で活動する隊

員１名と、町内企業等と連携した委託型の協力

隊４名（予定）のほか、引き続き募集を行う予

定です。

　昨年度離町する隊員もいましたが、ほとんど

が卒隊後も引き続き町内で活動します。

　田村大輔さんは、おけばんばくんを主とした

企画会社を設立しました。吉田雅智さんは、ジ

ビエ関連の起業に向けて模索中です。青木ゆめ

のさんは、ゲストハウスを任期中から自力でリ

ノベーションしていたほか、卒隊後は本格的に

工事を行い、年内の開業を目指しています。林

奈緒美さんは、学校巡回司書として業務委託を

受け、引き続き各図書室で頑張ります。クラリ

サオリビアさんは、年度途中でミッションが変

わり、現在は小中学校で外国文化を教えていま

すが、４月からも引き続き小中学校をメインに

活動していきます。卒業まであと１年の馬場裕

之隊員も含め、どこかでお見かけすることがあ

りましたら、温かい応援をよろしくお願いいた

します。

地域おこし協力隊活動日誌

喜
び
と
悲
し
み
（
敬
称
略
）

■お悔やみ申し上げます

○名須川　勇一	 83歳	 拓殖	 2/13

○千葉　芳子	 74歳	 緑栄	 2/14

○本田　シヅ子	 90歳	 緑清園	 2/14

○小竹　美代子	 81歳	 勝山新生	 2/17

○武田　シヅ	 94歳	 境野中央	 2/17

○小川　ヨシ子	 90歳	 境野中央	 2/19

広報おけと14 ２０２５.４


